
　　　　　　

傷病者を発見（呼吸がない場合を想定）からの救命措置手順
　①周囲の安全確認後、大きな声がけで、意識の確認
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　令和７年１１月３０日（日）午前９時３０分から北杵築地区コミュニティセンターで、北

杵築地区の自治協会員を対象に防災訓練を開催いたしました。

　今回は、講師を杵築速見消防組合杵築消防署の５名の署員の方々にお願いし

救急隊の到着までの一時救命措置と火災の初期消火の訓練を行いました。

　訓練概要の説明後、講師により実演そして各班に分かれて実技を受講しました。

　②協力者の依頼（１１９へ連絡、ＡＥＤの手配）
　③呼吸の確認
　④心臓マッサージ
　⑤ＡＥＤ装着（自動解析により必要な場合電気ショック）
　⑥心臓マッサージとＡＥＤの継続
　⑦救急隊に引き継ぐ

ふ れ あ い 通 信

北杵築地区防災訓練



　気持ちをそちらに　そそいでください

　★　子どもの安全確保

　令和７年１２月５日（金）午前９時３０分から北杵築小学

　ランニング、農作業や花の手入れをしながら

　登下校中の子どもを見かけたら　ほんの少し

　　皆さんの『ながら見守り』で子どもが安

　心できる地域をつくりましょう

　　日常生活で、仕事、犬の散歩、ウォーキング

　★　見守りの　すそ野を広げる

　★　地域の防犯力向上

●回 収 日

者の見守り」「子どもの教育」などについての意見があり

ました。

　月曜日～金曜日（９：３０～１５：００）　祝日は除く
　※職員が不在の場合がありますので、事前に連絡
　願います。　☏６３－５１４８

　廃食用油の回収に皆様のご協力をお願いします。

●回収場所

ラクターなどに使用されます。

　回収した廃食用油は専門業者によって化石燃料
（軽油）の代わりになるバイオディーゼル燃料としてト

ないのではないか」「若い人の意見を聞くべきではないか」 しまう廃食用油ですが、適切な処理を行えば資源に
生まれ変わります。

　捨てればゴミとなり、流してしまえば川や海を汚して

　令和７年１１月１９日（水）午後７時から北杵築地区コミュニ

　『北杵築ふれあい交流会』では、家庭で使用した使意見交換会が開催されました。

への支援策などの説明がありました。

校で環境啓発及び児童とのふれあい事業として「花いっ

　杵築市大字溝井７９５－１

※油の入っていた容器やペットボトルなどに入れて

差し上げます。

　北杵築地区コミュニティセンター

※リットル単位でお持ち込みください。
★１ℓにつき、燃やすゴミ袋（大）を２枚か（小）４枚を

お持ち込みください。

「花植が、楽しかった」「感謝の気持ちで育てていく」という

役員が協力して、パンジーやビオラを鉢やプランターに植

付け、一部を地域事業所に配布しました。

に働きかけていく」などの回答がありました。

　他にも「市有地の有効利用」「深夜の交通手段」「高齢

二ティセンターで北杵築地区住民と杵築市議会議員との

　参加者より、「生活できる賃金がないと結婚に踏み込め

用済みの食用油の回収を行っています。（賞味期限
切れの食用油も回収します。）

「働き口が少ないので、大分や近隣へ移住するのではな

声が聞かれました。

いか」などの意見があり「企業誘致の要望を継続して市

ぱい運動」を開催しました。

　児童、教職員、民生児童委員会委員とふれあい交流会

　議員から、杵築市の人口動態、婚活支援や子育て世帯

　児童から「地域の人とふれあい、交流ができてよかった」

市民と議員との意見交換会

地域の安全安心花いっぱい運動

廃油回収のお知らせ


